
Cisco MDS 9132Tスイッチの接続

Cisco MDS 9132tスイッチには、次のタイプのポートが用意されています。

•コンソールポート：ローカル管理用の接続に使用する RS-232ポート。

• MGMT 10/100/1000 Ethernet port—Two Ethernet port that you can use to access and manage the
switch by IP address, such as through the CLI or Fabric Manager.分析データをエクスポートす
るイーサーネットポートのいずれかにも使用できます。

•ファイバチャネルポート：SANへの接続またはインバンド管理に使用できるファイバ
チャネルポート。

• USB port—USB port for USB flash disk that you can use for configuration file backups, log dumps,
report captures, etc.

This chapter describes how to connect the various components of the Cisco MDS 9132T switch.

•ネットワーク接続の準備（1ページ）
•コンソールポートの接続（2ページ）
•管理ポートの接続（4ページ）
•ファイバチャネルポートへの接続（4ページ）
•スイッチの電源投入（8ページ）

ネットワーク接続の準備
When preparing your site for network connections to the CiscoMDS 9132T switch, consider the following
for each type of interface:

•各インターフェイスタイプに必要なケーブル

•各信号タイプの距離制限

•必要な他のインターフェイス機器

コンポーネントを取り付ける前に、その他すべての外部機器およびケーブルを使用可能にして

ください。
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コンソールポートの接続
ここでは、RS-232コンソールポートを PCに接続する方法を説明します。コンソールポート
を使用すると、次の機能を実行できます。

• CLI（コマンドラインインターフェイス）を使用してスイッチを設定する。

•ネットワークの統計データおよびエラーを監視する。

• SNMPエージェントパラメータを設定する。

•ソフトウェアのアップデートをスイッチにダウンロードする。または、フラッシュメモリ
内のソフトウェアイメージを接続デバイスに配布する。

• Initial switch configuration

• Password recovery

PCへのコンソールポートの接続
Cisco MDS 9132Tスイッチへのローカル管理アクセスのためにコンソールポートを PCのシリ
アルポートに接続できます。

PCで VT100端末エミュレーションがサポートされている必要があります。端末エミュレー
ションソフトウェア（Hyper Terminal Plusなどの PCアプリケーションであることが多い）に
より、セットアップおよび設定中に Cisco MDS 9132Tスイッチと PCコンソール間の通信が確
立されます。

（注）

コンソールポートを PCに接続する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 次に示す管理ポートのデフォルト特性に合わせて、PC端末エミュレーションプログラムのボーレートお
よびキャラクタフォーマットを設定します。

• 9600ボー

• 8データビット

• 1ストップビット

•パリティなし

ステップ 2 通信ポートに PCに必要なアダプタを接続します。スイッチに対して RJ-45ソケットを示す必要がありま
す。

• DB 9シリアルポートについては、提供された RJ-45を DB-9メス型アダプタに接続します。

• DB-25シリアルポートについては、提供された RJ-45を DB-25メス型アダプタに接続します。
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• USBポートについては、顧客から提供された USBをシリアルドングルに接続します。

ステップ 3 付属のコンソールケーブル（RJ-45/RJ-45ロールオーバーケーブル）の一方の端をコンソールポートに接
続します。もう一端を PC通信ポートに接続しているメス型 RJ-45アダプタに接続します。

コンソールポートへのモデムの接続

スイッチの起動中は、コンソールポートをモデムに接続しないでください。スイッチに電源を

投入する前か、スイッチのブートプロセスが完了した後で、コンソールポートをモデムに接

続してください。

注意

スイッチに電源を投入する前にコンソールポートをモデムに接続する手順は、次のとおりで

す。

ステップ 1 付属のコンソールケーブル（RJ-45/RJ-45ロールオーバーケーブル）をコンソールポートに接続します。

ステップ 2 コンソールケーブルのもう一方の端を付属の RJ-45/DB-25アダプタに接続します。

ステップ 3 RJ-45/DB-25アダプタをモデムの DB-25ポートに接続します。

ステップ 4 スイッチの電源を入れます。スイッチが自動的に起動し、以下に示すデフォルトのコンソールポート特性
がモデム接続に適用されます。

• 9600ボー

• 8データビット

• 1ストップビット

•パリティなし

•以前に初期化文字列が設定されていない場合はデフォルトの初期化文字列（ATE0Q1&D2&C1S0=1\015）

これらの設定を変更する方法については、『Cisco FabricManager FundamentalsConfigurationGuide』
を参照してください。

（注）

スイッチの電源を投入した後でコンソールポートをモデムに接続する手順は、次のとおりで

す。

ステップ 1 システムの起動が完了し、システムイメージが実行されていることを確認します。

ステップ 2 付属のコンソールケーブル（RJ-45/RJ-45ロールオーバーケーブル）をコンソールポートに接続します。

ステップ 3 コンソールケーブルのもう一方の端を付属の RJ-45/DB-25アダプタに接続します。
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ステップ 4 RJ-45/DB-25アダプタをモデムの DB-25ポートに接続します。

ステップ 5 『Cisco FabricManager Fundamentals Configuration Guide』と『CiscoNX-OS Fundamentals Configuration Guide』
の説明に従い、モデムを初期化および設定します。

管理ポートの接続
自動検知の 10/100/1000 Mbpsイーサネット管理ポートは、コンソールポートの下にある前面
パネル（MGMT ETH0およびMGMT ETH1とラベリングされています）の左側にあります。
MGMTETH0は、デフォルトのイーサネット管理ポートです。このポートは、CiscoMDS9132T
スイッチのアウトオブバンド管理に使用されます。また、アップストリームデータ転送にも使

用可能です。

Cisco MDS NX-OSリリース 8.2(1)ではMGMT ETH1はサポートされていません。（注）

10/100/1000 Mbpsイーサネット管理ポートを外部ハブおよびスイッチに接続する場合、モジュ
ラ、RJ-45、ストレート型 UTPケーブル（Cat 5または Cat 6）を使用します。

ファイバチャネルポートへの接続
ファイバチャネルポートは、FC LCタイプ光ファイバ SFPトランシーバおよびケーブルに対
応しています（「SFPトランシーバのケーブルの取り外しおよび取り付け」を参照）。SANへ
の接続またはインバンド管理に、これらのポートを使用できます。インバンド管理用スイッチ

の設定については、『Ciscoファブリックマネージャ基本設定ガイド』または『Cisco NX-OS
基本設定ガイド』を参照してください。

各トランシーバは、ケーブルの接続先のトランシーバと一致している必要があります。また、

信頼性の高い通信を実現するためには、ケーブル長の制限値を超えないようにする必要があり

ます。SFPトランシーバは、個別にまたは Cisco MDS 9132Tスイッチとあわせて注文できま
す。

クラス 1レーザー製品です。ステートメント 1008警告

接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射されて

いる可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないでく

ださい。ステートメント 1051

警告
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トランシーバを扱う際には、シャーシに接続している静電気防止用リストストラップを着用し

てください。未使用の光コネクタは覆いをかぶせ、コネクタ端に触れないようにします。光

ファイバケーブルのコネクタに、埃、油、その他の汚れが付いていないことを確認してくださ

い。

（注）

SFPトランシーバのケーブルの取り外しおよび取り付け

光ファイバケーブルへの損傷を防ぐため、規定の制限以上に張力をかけず、ケーブルに張力が

かかっていない場合、または 2インチ（5 cm）の張力がかかっている場合、半径 1インチ（2.5
cm）より曲げないでください。

注意

SFPトランシーバへのケーブルの取り付け

ケーブルやトランシーバの破損を防止するため、トランシーバへのケーブルの取り付けは、ト

ランシーバをポートに設置してから行ってください。

注意

トランシーバにケーブルを取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを着用して、使用法に従います。

ステップ 2 ケーブルのコネクタからダストプラグを外します。

ステップ 3 トランシーバのケーブル端からダストプラグを外します。

ステップ 4 ケーブルコネクタをトランシーバに合わせ、しっかりはまるまでコネクタをトランシーバに差し込みま
す。

図 1 :ファイバチャネルポートへの LCタイプケーブルの接続
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ケーブルが取り付けにくい場合、ケーブルの向きを確認してください。注意

接続の確認手順については、『Cisco FabricManager Fundamentals ConfigurationGuide』および『CiscoNX-OS
Fundamentals Configuration Guide』を参照してください。

SFPトランシーバからのケーブルの取り外し

トランシーバからケーブルを引き抜くときは、ケーブルのコネクタ部分を持ってください。コ

ネクタの光ファイバケーブル端子が損傷することがあるので、ジャケットスリーブを持って

引っ張らないでください。

注意

ケーブルが抜けにくい場合は、ケーブルのラッチが外れているかどうか確認してください。注意

ケーブルを取り外す手順は、次のとおりです。

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを着用して、使用法に従います。

ステップ 2 ケーブルのリリースラッチを押し、コネクタの接続部付近をつかんで、コネクタをトランシーバからゆっ
くり引き抜きます。

ステップ 3 ダストカバーを、トランシーバのケーブル側に差し込みます。

ステップ 4 ダストカバーをケーブル端に差し込みます。

SFPトランシーバの取り外しおよび取り付け

SFPトランシーバの取り外しおよび取り付けを行うと、耐用年数が短くなる可能性がありま
す。絶対に必要な場合以外はSFPトランシーバの取り外しおよび取り付けを行わないでくださ
い。SFPトランシーバの取り付けまたは取り外しを行う際は、ケーブルやトランシーバの破損
を防止するため、ケーブルを抜いた状態で行うことを推奨します。

警告

Cisco MDS 9132Tスイッチには Cisco SFPトランシーバのみを使用します。それぞれの Cisco
SFPトランシーバには、そのSFPトランシーバがスイッチの要件を満たしているかどうかをス
イッチで確認できるように、モデル情報がコード化されています。

（注）

Cisco MDS 9132Tスイッチは、次の 2つのタイプのラッチングデバイスの付いた SFPトラン
シーバをサポートしています。
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•マイラータブラッチ

•留め具式ラッチ

SFPトランシーバの取り付け

SFPトランシーバを取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを着用して、使用法に従います。

トランシーバが取り付けにくい場合は、トランシーバの向きと、タブやクラスプの位置が正しい

かどうかを確認してください。

注意

ステップ 2 スイッチポートケージからダストカバーを外します。

ステップ 3 トランシーバのポート側のダストカバーを外します。

ステップ 4 トランシーバをポートに差し込みます。

ステップ 5 ケーブルがトランシーバに適切に装着されていない場合は、ダストプラグを、トランシーバのケーブル側
に差し込みます。

SFPトランシーバの取り外し

SFPトランシーバを取り外す手順は、次のとおりです。

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを着用して、使用法に従います。

ステップ 2 任意の接続済み光ファイバケーブルを取り外します。詳細については、「SFPトランシーバからのケーブ
ルの取り外し」セクションを参照してください。

ステップ 3 ポートからトランシーバを取り外します。

•マイラータブラッチ付きのトランシーバの場合、タブをまっすぐに（ひねらずに）ゆっくり引っ張
り、ポートからトランシーバを抜き取ります。

•ベールクラスプラッチ付きのトランシーバの場合、下方向にクラスプを押し開き、ポートからトラン
シーバを抜き取ります。

ステップ 4 トランシーバのケーブル端をダストプラグに挿入し、静電気防止マットまたは静電気シールドバッグにト
ランシーバを配置します。

ステップ 5 別のトランシーバがまだ取り付けられていない場合は、きれいなダストプラグを挿入してスイッチポート
を保護します。
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SFPトランシーバおよび光ファイバケーブルのメンテナンス
高精度の信号を維持し、コネクタの損傷を防ぐためには、SFPトランシーバと光ファイバケー
ブルを常に埃のない清潔な状態に保つ必要があります。減衰（光損失）は汚れによって増加し

ます。減衰量は 0.35 dB未満に保つ必要があります。

メンテナンスの際には、次の注意事項に従ってください。

• SFPトランシーバは静電気に敏感です。静電破壊を防止するために、シャーシに接続して
いる静電気防止用リストストラップを着用してください。

•トランシーバの取り外しおよび取り付けは、必要以上に行わないでください。取り付けお
よび取り外しを頻繁に行うと、耐用年数が短くなります。

•未使用の光接続端子には、必ずカバーを取り付けてください。埃が付着した場合には、埃
によって光ファイバケーブルの先端が傷つかないように、使用前に清掃してください。

•コネクタの端に触れないように注意してください。これにより、コネクタが指紋などで汚
れることを防止できます。

•設置する前に埃と損傷がないかケーブルを検査します。破損の疑いがある場合は、端を掃
除して、ライトメータが過度に光量を失っていないか確認します。

スイッチの電源投入
ここでは、スイッチの電源を投入し、コンポーネントの設置を確認する手順を示します。

作業中は、スイッチの静電破壊を防ぐため、必ず静電気防止用リストストラップを着用してく

ださい。

注意

Do not connect the MGMT 10/100/1000 Ethernet port to the LAN until the initial switch configuration
has been performed.このポートに接続する方法についてを参照してください、管理ポートの接
続セクション。

（注）

スイッチの電源を投入し、ハードウェアの動作状態を確認する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 Verify that the power supplies and fan modules are installed and tighten any loose captive screws.

ステップ 2 電源モジュールに電源ケーブルを接続しを誤って引き出すにするために、ケーブルを配置します。

Depending on the outlet receptacle on your power distribution unit, you may need the optional jumper
power cord to connect the Cisco MDS 9132T switch to your outlet receptacle.「ジャンパ電源コード」
の項を参照してください。

（注）
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ステップ 3 電源ケーブルのもう一方の端を、必要な電源電圧がある設置場所の電源コンセントに接続します。

ステップ 4 Ensure that the switch is adequately grounded as described in the Grounding the Switch section.

ステップ 5 Connect a terminal device to the serial console port.詳細についてを参照してください、コンソールポートの
接続セクション。

ステップ 6 「On」サイト電源コンセントスイッチオンにします。スイッチが自動的に起動します。

ステップ 7 ファンの音を聞きます。スイッチの電源を投入すると、ただちに動作を開始します。

Do not operate the switch without a functioning fanmodule except briefly during the fanmodule replacement
procedure. Cisco MDS 9000 Series switches can operate for only a few minutes without any functioning
fan modules before they begin to overheat.

（注）

ステップ 8 スイッチの起動が完了したら、LEDの動作が次のようであることを確認します。

•ファンステータス LEDがグリーンに点灯。

•各電源 LEDが緑です。

• The Switch status LED is green.システム LEDがオレンジまたはレッドに点灯している場合、1つまた
は複数の環境モニタが問題を検出しています。

•ケーブルが接続されていない場合、イーサネットポートのリンク LEDは点灯しません。

The LEDs for the Fibre Channel ports remain orange until the ports are enabled, and the LED for the
MGMT 10/100/1000 Ethernet ports remains off until the port is connected.

（注）

ステップ 9 Try removing and reinstalling a component that is not operating properly.それでも正常に動作しない場合は、カ
スタマーサービス担当者に連絡し、製品を交換してください。

シスコのサポートをシスコのリセラーからご購入された場合は、リセラーに直接お問い合わせ

ください。サポートをCiscoから直接ご購入された場合は、Ciscoテクニカルサポートにご連絡
ください。

（注）

ステップ 10 システムソフトウェアが起動し、スイッチが初期化され、エラーメッセージが生成されていないことを

確認します。If any problems occur, see the Cisco MDS 9000 Series System Messages Guide.問題を解決できな
い場合は、カスタマーサービス担当者に連絡してください。

ステップ 11 Complete the worksheets provided in Site Planning and Maintenance Records for future reference.

スイッチの初回アクセス時は、基本的な設定ができるように、セットアップユーティリティが

自動的に起動します。For instructions about how to configure the switch and checkmodule connectivity,
see the Cisco Fabric Manager Fundamentals Configuration Guide.

（注）
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cisco_mds9132T_hardware_install_guide_chapter4.pdf#nameddest=unique_42
http://www.cisco.com/c/en/us/support/web/tsd-cisco-worldwide-contacts.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/sw/system_messages/reference/sys_Book.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/mds9000/sw/5_0/configuration/guides/fund/fm/fmfund_5_0_1.html
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